
古墳時代における佐紀盾列古墳群
①最初に
1.「ならなぎ」コースガイド資料の佐紀盾列古墳群記述

　奈良盆地北部に展開する佐紀盾列古墳群（東西2.5km、南北1.5kmの範囲）は、

奈良盆地東南部の大和古墳群、大阪平野の古市古墳群、百舌鳥古墳群と並ぶ大古

墳群です。古墳時代区分の前期から中期にかけて造営された全長２００ｍ以上の

巨大前方後円墳７基（五社神古墳、佐紀石塚山古墳、佐紀陵山古墳、市庭古墳、

ヒシアゲ古墳、コナベ古墳、ウワナベ古墳）と、中、大型前方後円墳（佐紀高塚

古墳等）、これらに随伴する倍塚（ばいちょう）群で構成されています。巨大古墳

のすべてと、一部の中・大型前方後円墳、陪塚が陵墓もしくは陵墓参考地として

宮内庁の管理を受けています。

　　佐紀盾列古墳群は４世紀末から５世紀後半にかけて造営された巨大古墳群。

　　巨大古墳群の変遷からみれば、大和盆地東南部の大和・柳本古墳群（行燈山

　　古墳、渋谷向山古墳など）から河内の古市古墳群、百舌鳥古墳群に移る中間

　　になる。このことから、王権が盆地東南部⇒盆地北部（佐紀）⇒河内へ移動

　　していったという王朝交替説、そうでなく大王墓の墳域が移動しただけという

　　説、現在でも決着していないようです。

巨大古墳の時代別分布

前葉 後葉 前葉 後葉

年代 260-320 260-400 360-400 400-470 470-520 470-600 550-600

古墳数 38 321 103 165 107 733 45

2 8 11 7 0 0 1

5% 2% 12% 4% 0% 0% 2%

　それでは以上のコースガイド資料の記述内容を図や表で見てみよう。

２．佐紀盾列古墳群の分布

これら古墳群の歴代天皇・妃の治定と天皇系図は当会の山岡さんが「歴史文化研究会」

で分かり易い図表で発表されている（歴史文化HP参照）。

次に古墳時代における佐紀盾列古墳群の年代における位置付けを見てみよう。

前期 後期

200m以上

時代 中期



３．古墳時代の年代における佐紀盾列古墳群

　以上の様に佐紀盾列古墳群は3世紀中葉に大和（オオヤマト）古墳群の箸墓古墳から

始まった古墳時代が4世紀中葉奈良北部に移って古墳群を形成していった。ただし、ヒ

シアゲ古墳は5世紀後葉に築造されている。その後巨大古墳群は4世紀後葉から古市、

百舌鳥古墳群に移動していく。

　この様に大型前方後円墳が築造年代毎に場所を移動していく現象は当該期に政権が

交代したからではないかとする説が有力である。



　下図に大阪と奈良の大型前方後円墳分布を示す。

②古墳時代とは
１．古墳時代の定義

　古墳時代とは定型的な企画で築造された前方後円墳による政治権力のネットワーク

形成という歴史的画期を意味する。

   考古学の時期区分では、古墳時代前期（およそ3世紀後半から４世紀中葉）、中期

（４世紀後葉から５世紀中葉）、後期（５世紀後葉から６世紀末ないし７世紀初頭）

の３区分が一般的である。

　前期は、定型的な企画で造られた前方後円墳の誕生から始まる。定型的前方後円墳

とは、定型的ないし定式化した墳丘形態・埋葬施設・副葬品を備えた前方後円墳を指

している。定型的墳丘形態とは、正円形の後円部に左右対称の前方部つき、前方部・

後円部とも段築を持って構築され、最初期のものでは前方部の左右がバチ形に開く形

態を言う。それだけではなく、奈良県箸墓古墳を３分の２にすると木津川椿井大塚古

墳に一致し、岡山県茶臼山古墳は２分の１、などと遠隔地どうしの古墳が整数比の同

一規格で構築されている。

　中期になると、主たる王陵が奈良盆地から大阪平野南部へと移動し、軍事的性格が

強くなる。後期には王陵を除く大型前方後円墳がほぼ消滅する一方、新興勢力の前方

後円墳と群衆墳が出現する。そして、前方後円墳の消滅以降を飛鳥時代とし、この時



期の墳丘墓を「終末期古墳」と呼んでいる。

２．古墳時代前夜（前方後円墳は何故生れたか）

　弥生後期になると、中国地方で弥生時代の特徴の一つである青銅器祭祀は一気に低

迷し、替わって後期中頃以降になると墳丘墓が特徴的に現れてくる。近畿地方から中

国地方までの青銅器祭祀は、本来的には農耕儀礼として行われた集団の宗教儀礼であ

り、それを執行する司祭者が特別な役割を演じるとしても、その人物がそのまま社会

的に優位な位置にあるわけではなかった。つまり、弥生中期の社会ではあくまで有力

家族墓であり、特定の被葬者が格別な扱いを受けたということではなかった。

　しかし、弥生後期の前半ないし中頃になると北近畿から中国地方にかけては格別な

扱いを受ける個人が出現する。北九州では弥生前期に既にあらわれ、中期初めになる

と有力者集団が一つの墓域を構成して、その中に突出した扱いを受ける人物が登場す

る。中期後半には特定の個人が独立した墓域を画し、舶載品である漢鏡を多数副葬す

る「王墓」と呼ぶにふさわしい墓が登場する。

 　近畿地方を中心とした地域では主に方形の墳丘墓が造られていた。弥生前期～中期

中葉（前六、五世紀ー前二世紀頃）では墳丘墓の差は少なかったが、中期後葉～後期

前半（前一世紀ー後一世紀頃、第二段階）になると、他よりひときわ大きなもの（墳

長２０ｍ以上）が出現し始めた。言い換えれば、農耕を営む均質的な集団の中に特定

の有力者（首長）がしてきた。それと共に、墳丘墓の階層差や地域差が目立ち始め、

後期後半～終末期（二世紀ー三世紀前葉、第三段階）には、その傾向が一層顕著にな

っていった。

　首長の墓として、台状墓が発達していた日本海側の山陰で四隅突出型方形台状墓が、

近畿北部では方形台状墓が、北陸では各要素が複合する形で作られていた。少数では

あるが、瀬戸内中央部では円丘の左右に突出部つく双方中円形の台状墓も造られた。

　言い換えれば、西日本の各地域に出現してきた首長たちは、地域ごとに政治的なま

とまりを形成しはじめ、それに応じて、他地域とは異なる自らの墳丘墓様式を作り出

し、共有するようになっていった。その中で特定の地域を越えて広がったのが前方後

方形と前方後円形の墳丘墓であった。　

３．前方後円墳の創出と古墳秩序の形成

　以上のような前史を踏まえ、誕生したのが奈良県桜井市箸墓古墳である。この古墳



には、前方後円形の墳丘、周溝墓、葺石、埴輪の祖型となった特殊な墳丘儀礼用土器

（壺やそれを載せる器台）など、弥生時代の各地の墳丘墓に備わっていた諸要素が採

用されていることから、それらを統合して新たな「古墳」様式が創出したと考えられ

る。その様式は変化しながらも古墳時代の終わりまで継承されていった。

　その後、各地で首長墳としての古墳が数多く築かれたが、大王墳はその規範となっ

た。そして、各地の前方後円墳、前方後方墳、円墳、方墳は、基本的に共通の様式の

もとに、墳丘の形と規模を主な基準とする。格差の大きい序列的で階層的な秩序を形

成しつつ築かれることになった。この古墳の秩序を成り立たせていた政治勢力が、考

古学でいうヤマト王権であり、墳丘の形と規範は王権内における被葬者の政治的身分

を表していたと考えられる。

　従って、箸墓古墳は大王の出現と、大王を頂点とした政治体制（首長連合体制）で

あるヤマト王権の出現を端的に示すものにほかならず、ここに前方後円墳時代が始ま

ったということができる。

４．古墳時代の中期から後期へ

　古墳時代の中期から後期への過程で、中期の大型前方後円墳を擁する大古墳群や、

それと政治的につながっていた中小の古墳群は急速に衰退・消滅していった。この

現象は大王墳をも巻き込み、その規模は２００ｍ以上のものから突然１２０ｍ余りの

ものへと縮小した。この時、王権の権勢は、たとえ一時的ではあっても、かなり弱体

化したものと思われる。しかし、大王墳は再び巨大化し、後期中葉には約１９０ｍの

今城塚古墳、後期紅葉には３１０ｍ以上の奈良県橿原市見瀬丸山古墳などとして築か

れた。

　一方、首長墳としては、新しい墓域で一時的に中小の前方後円墳が増加したが、後



期後葉以降は段階的に前方後円墳は円墳になった。また、有力な共同体構成員の墓で

あった方形周溝墓は一斉に円墳化し、後期後葉には横穴式石室を持つ小型円墳群が激

増した。

　この現象は、後期中葉後半以後、大王権の強化、首長の官僚化、共同体構成員の公

民化が進行し、新たに中央集権的な国家の形成が始まった。

③付録（古墳時代における論争：邪馬台国とヤマト王権の成立）

１．邪馬台国はどこにあったか
　

　ご存じの通り「魏志倭人伝」は朝鮮半島と日本列島の位置する諸国の記述である。

「倭人は帯方の東南大海の中にあり、山島に依りて国邑をなす。・・・・南、邪馬台

国に至る」から始まる。魏の帯方郡から狗邪韓国を経て日本列島に入る箇所から、各

国への方位・距離を示す国別記事である。また、郡使が伊都国に駐在していること、

また邪馬台国が女王の都する所と位置づけされている。

　古代史の国民的な話題となっているのが邪馬台国はどこにあったのか、という邪馬

台国所在論争である。邪馬台国の所在地をめぐっては、古くから東京系学者の九州説

と、京都系学者の近畿説（大和地域説）があり、激しい論争が繰り広げられてきた。

　「魏志倭人伝」の記述では魏の時代における邪馬台国は、現在に台湾東方海上にあ

ったとされる。こうした魏の地理認識を考えるうえで参考になるのが１４０２年に朝

鮮で作成された下図である。中国・元代の地図をもとにしているといわれるが、この

図に古くからの中国の地理認識が継承されているとすれば、邪馬台国は九州ではなく、

近畿地方のほうが矛盾しないと思われる。

　一世紀半ばの日本列島において、中国

外交の対象は「倭の奴国」であり、倭国

の中心は北九州にあった。やがて一世紀

末から二世紀初頭にかけ、倭国としてま

とまる政治的連合体が形成された。それ

から１００年後、邪馬台国が倭国の盟主

となった。

　倭国統合化のプロセスを考察する文字

史料はないので、考古学研究の成果から

推測すると、一世紀前後漢から朝鮮半島

を経由して輸入された「漢鏡」は九州か



ら近畿地方に均等に分布していたが、二世紀半ば以降になると四国東部から近畿

に集中するようになる。つまり朝鮮半島から各国へ流通していた鏡が、直接近畿

地方にもたらされ、そこから各国へ分配されるようになる。漢鏡は各地域の首長権を

象徴する宝器であるが、その分配権を近畿地方の首長が握ったことは、この地域が列

島の政治的センターになっていたことを意味する。

　卑弥呼が魏の皇帝から贈られた「銅鏡百枚」に画文帯神獣鏡がふくまれており、そ

の分布の中心は近畿地方である。こうした考古学的研究成果を積み重ねていくと邪馬

台国は近畿地方となる。

　一方墳墓の形態からみると、②３で前述したように弥生時代終期に奈良盆地東南部

において前方後円形の墳丘墓で、後の前方後円墳に発展する「纏向型前方後円墳」が

造られる。やがて前方部が発展し、古墳時代の定型的企画である前方後円墳が築造さ

れることになる。そして、全国的に普及していったということはそれらの地域を一つ

にまとめる政治的連合体が生まれたことを意味する。こうした中で、卑弥呼が存在し

た三世紀初頭には邪馬台国が倭国の盟主になっていった。この邪馬台国は奈良盆地東

南部の可能性が高い。２００９年桜井市の纏向遺跡（三世紀初頭から四世紀前半の遺

跡）で、三世紀前半の遺跡中心地で３棟の大型建物群が発見された。邪馬台国時代に

おける卑弥呼に関連する施設の可能性をはらんでいる。

　 次に邪馬台国の読みかたを調べてみる。「邪馬台国」は「やまたいこく」と呼ぶこ

とが少なくないが実は当時の読み方ではない。「邪馬台国」の４字のうち上代特殊仮

名遣いに関係する「台」は乙類で「と」とよむ。つまり「邪馬台国」は「やまと国」

が本来の読み方である。「やまと」も特定の地域を指すものと思われるが、「やまと」

の地名は全国各地にある。近畿地方の「大和」は上代特殊仮名遣いの乙類の「と」、

九州の旧筑後国山門（やまと）群や旧肥後国菊池郡山門群は甲類の「と」となる。

音節でいえば近畿説が有利となる。

　以上の検証より「邪馬台国」は近畿地方、とりわけ桜井市纏向遺跡が濃厚となる。

　九州説の根拠

　邪馬台国九州説では、福岡県の糸島市を中心とした北九州広域説、福岡県の御井群、

福岡県太宰府、大分県宇佐神宮、宮崎県の西都原古墳群、熊本県の球磨郡等諸説が乱

立している。九州説の基本論拠は下記である。

・帯方郡から女王国までの距離を直線距離ではなく、行程だと考えれば12,000里のう

　ち、福岡県内に比定される伊都国までで既に10,500里使っていることから、残り

　1,500里では邪馬台国の位置は九州地方から出ないとされる。

・邪馬台国と対立した狗奴国を熊本の勢力と比定すれば、狗奴国の官「狗古知卑狗」

　が「菊池彦」の音訳と考えられる。　等々

２．ヤマト王権の成立
　日本列島の政治的統合のプロセスを時系列的に位置づけると、

(1)倭国としての統合の展開（一世紀末から二世前葉）

(2)近畿地方を中心とする定型的企画を持つ前方後円墳秩序の形成（三世紀中葉～後半）

(3)ヤマト王権の成立（四世紀前半）

ヤマト王権の誕生は四世紀前半と想定されるので三世紀半ばの邪馬台国とヤマト王権

との直接的関係は不明である。既に述べたように、邪馬台国は奈良盆地東南部にあた

る桜井市の纏向遺跡が有力な候補地の一つである。三世紀に最盛期を迎えた纏向遺跡

は、四世紀前半になると遺構の数が極端に減少する。そのためヤマト王権の発祥地と



しては相応しくない。

　ヤマト王権の成立に当たっては、それ以前にすでに前方後円墳を築造する政治的秩

序が形成されており、それを継承している。 初代の天皇とされているのは記紀から崇

神天皇（記紀では第10代）とされており、その天皇陵である崇神天皇陵古墳は、行燈

山古墳と比定されている。第2代天皇は垂仁天皇となり、佐紀盾列古墳群の南西にあ

る垂仁天皇陵（宝来山古墳）が比定されている。このようにヤマト王権が奈良県東南

部に成立したといえる。

以 上
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